
 
 

 

2023 年６月１日 

各 位 

東海東京証券株式会社 

名古屋市中村区名駅四丁目７番１号 

 

 

AI と人材アセスメントデータを用いた営業組織力向上に関する 

取組みのお知らせ 

 

 

当社は、株式会社ブレインパッドおよびプロファイルズ株式会社との共同プロジェクトで

ある「営業生産性向上 Project」にて、株式会社ブレインパッドが提供する AI と機械学習、統

計学の手法を用いてデータを解析する拡張分析ツール「BrainPad VizTact」およびプロファイ

ルズ株式会社が提供するパーソナリティ心理学の知見に基づく人材アセスメントツールであ

る、「ProfileXT®」と「Sales CheckPoint™」を用いた分析による、営業組織力向上とハイパ

フォーマーの育成による顧客満足度向上に焦点をあてた取組みを実施いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

本プロジェクトでは「どのような社員の資質や行動が顧客満足に繋がり、業績を押し上げ

るのか」などをテーマに、人材アセスメントにより取得した営業担当者の資質と行動のデー

タを、拡張分析ツールを用いて分析を実施することにより、ハイパフォーマー人材に共通す

る資質や行動の特徴抽出を行いました。 

 

また、分析により得られたデータを元に営業担当者の行動変容を促す研修プログラムを展

開することで、人材データの活用により効率的な営業人材育成を実現し、業績や顧客満足度

を向上させる土台が形成できました。 

 

今後もこのようなデータ分析技術を活用し、顧客ニーズに応じた営業サービス強化や新た

なビジネスモデルの開発にも注力していく予定です。また、当社グループの中期経営計画で

ある「‟Beyond Our Limits” ～ 異次元への挑戦」の実現を加速させるため、さまざまなテク

ノロジーや人材データを活用した営業組織力向上のための次なる施策を推進してまいります。 

 

以 上 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、以下までお願いいたします。 

東海東京フィナンシャル・ホールディングス 広報・IR 部 03-3517-8618 
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AI の力で顧客満足度を高めるセールス行動を特定、データを基盤とした 

人材育成と営業組織力向上に向けた取組みに関するお知らせ 

 

～ 拡張分析でハイパフォーマーモデルを構築、 

パーソナライズされた人材育成で営業組織力を飛躍的に向上させる ～ 

 

 

 

東海東京証券株式会社（以下、東海東京証券）は、株式会社ブレインパッド（以下、ブレ

インパッド社）およびプロファイルズ株式会社（以下、プロファイルズ社）との共同プロ

ジェクトである「営業生産性向上 Project」にて、拡張分析ツールを通じた営業組織力向上と

ハイパフォーマーの育成による顧客満足度向上に焦点をあてた取組を行いました。 

 

本プロジェクトは 2022 年９月～2023 年 3 月にかけて行い、「どのような社員の資質や行動

が顧客満足に繋がり、業績を押し上げるのか」などをテーマに、東海東京証券の営業担当者

の資質と行動データを追加取得し、拡張分析ツールを用いた分析を実施することで、ハイパ

フォーマーに共通する資質や行動の分析と特定に成功しています。 

得られたデータを元に営業担当者の行動変容を促す研修プログラムを展開することで、効

率的な営業人材育成を実現し、業績を向上させる土台が形成できました。 

 

東海東京証券では、グループ全体で DX 推進に取り組んでおり、今後もこのようなデータ

分析技術を活用し、顧客ニーズに応じた営業サービス強化や新たなビジネスモデルの開発に

も注力していく予定です。また、中期経営計画である「‟Beyond Our Limits” ～ 異次元への挑

戦」の実現を加速させるため、DX を活用した営業組織力向上のための次なる施策を推進し

てまいります。 



 

１．「どのような社員の資質や行動が顧客満足に繋がり、業績を押し上げるのか」などを

テーマに分析を実施、ハイパフォーマーに共通する資質と行動を特定 

 

〔分析イメージ〕 

 
 

本取組みでは、更に高い顧客満足を導く社員を育成することを目的に、各種の分析を行い

ました。 

下記が分析テーマの一部です。 

 

・どのような営業担当者の行動が顧客満足に繋がり、業績を押し上げるのか 

・トップパフォーマーグループは資質や行動面で、その他グループに比べて、どのような違

いがあるのか 

・リテール・ウェルスマネジメント・マルチチャネル部門、それぞれに求められる人物像とは 

・人材特性を踏まえて、上司はどのような関わり方をすればよいか 

・ 退職者の要因とその防止アクションとは 

・イノベーションを推進する人材が持つ特有の傾向とは。成功確率の高い人材とその特性とは 

 

これらの分析を行うために、今回は各種のアセスメントツールを通じて、各営業担当者に

おける 20 の資質データと 19 の行動データを追加取得しています。それらを東海東京証券、

そしてブレインパッド社とプロファイルズ社の専門家による分析を経て、成果に寄与する

セールス項目が特定されました。重要行動の一例としては、「事業開発精神あふれる態度」や

「見込客のニーズ明確化」があります。 

 

このように業績を押し上げる「資質」と「行動」の関係が明らかになり、得られたデータ

を元に営業担当者の行動変容を促すワークショップを行いました。 

 

 

 



 

２．データを活用した人材育成ワークショップによる営業組織力向上 

 

データを活用した人材育成ワークショップを行い、行動変容を促しています。 

このワークショップは、営業担当者（373 名）を対象に、東海東京フィナンシャル・グ

ループ内による内製化で展開され、グループ内に知見が蓄積されました。 

 

〔ワークショップ概要〕 

 
 

ワークショップと連動させる形で、データを活用した上司と部下の１on１・コーチングを

実施しました。上司側がデータを通じて、個々の営業担当者の強みや育成ポイントを把握し、

パーソナライズされた育成や現場指導を行うことで、営業力の向上を加速させる効果を見込

んでいます。 

 

 今後は、データ分析技術の活用範囲を拡大し、営業部門全体への浸透を起点に、間接部門

を含めた会社全体の組織の最適化を実現し、顧客満足度向上の取組みを強化していくことを

計画しています。 

 

３．機械学習の力によるイノベーション人材の発掘と育成、新しいビジネスモデルの構築へ 

 

データ分析や機械学習技術を活用し、顧客ニーズに応じた営業サービス強化や新たなビジ

ネスモデルの開発にも注力していく予定です。これらの施策を担う人材発掘と育成にもこの

度のプロジェクトで得られたデータを活用していきます。 

 



 

 

東海東京証券は、グループの中期経営計画である「‟Beyond Our Limits” ～ 異次元への挑

戦」の実現を加速させるため、データを活用した営業組織力向上のための次なる施策を実施

します。そのために本件を始め、DX を活用した先進的な取組みを通じて、顧客満足度向上

を目指し、業界におけるリーダーとしての地位を確立していきます。 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社 広報・IR 部 03-3517-8618 

株式会社ブレインパッド コーポレート本部 総務部 広報担当   03-6721-7701 

プロファイルズ株式会社               03-6777-7869 

 




